
2024/5/5臨時増刊号 

こんにちは、NPO法⼈⽇本オランウータン・リサーチセンター(おらけん)です。 
 
おらけんの活動に賛同いただき寄付をしてくださった皆様に、メールマガジンを送信い
たします。 
{EMAIL}宛てにお送りい臨時増刊ります。 
 
おらけんの活動報告や今後の予定などについて、適時配信予定です。 
よろしくお願いします。 
 

5⽉5⽇臨時増刊号をお届けします。 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

おらけん⿊⿃のイベント 

「サロン⿊⿃ ルワンダ・マダガスカル報告会」のご案内 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

 おらけん代表の⿊⿃が、オランウータン以外の⼤型類⼈猿が⽣息するアフリカを訪問し
ました。 

36年ぶりに訪れたルワンダでは、ゴリラの⼤規模な群れを観察してきました。 

インド洋に浮かぶ⼤きな島マダガスカルにも訪問しました。 

今回の訪問地での体験を語るイベントを、⼤阪の天王寺にあるGallery cafe  ＊Kirin＊で
⾏います。 

  

●⽇時 2024年6⽉4⽇（⽕） 

⼀部「ルワンダ」15：00から16：00まで 

⼆部「マダガスカル」18：00から19：00まで 

尚、16：30から17：30までの時間、「⿊⿃さんを囲んで懇親会」が催され、 北京動物園とク
アラルンプール動物園のパンダのお話を少し話す予定 

  

●会場 ⼤阪 Gallery cafe ＊Kirin＊ 

参加費 どちらか⼀部だけでも両⽅聞いていただいても1000円 （懇親会参加費は別途お知
らせ） 

申し込み 後ほどお知らせ 

  

●講師 ⿊⿃ 英俊(認定NPO法⼈ ボルネオ保全トラストジャパンとNPO⽇本オランウータ
ン・リサーチセンター（おらけん）） 

  

詳しくは下記URLにアクセスしてご確認ください。 

 （外部サイトに移動します）    

↓   
https://fb.me/e/4kdrnh7az 

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

話題の論⽂ 

「雄のスマトラオランウータンによる、⽣理活性をもつ植物を⽤いた顔⾯創傷の積極的
な⾃⼰治療」 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

スマトラ島の野⽣オランウータンのオスが、顔にケガを負った際に植物の葉を噛みつぶ
し、傷⼝に塗り込んだ⾏動が、国際的な学術雑誌Scientific Report誌で5⽉2⽇に報告さ
れました。 

Laumer I. B. et al. (2024) Active self-treatment of a facial wound with a biologically
active plant by a male Sumatran orangutan. Scientific Reports volume 14, Article
number: 8932 

URL：https://www.nature.com/articles/s41598-024-58988-7 

※オープンアクセスなので、無料で誰でも論⽂のPDFをダウンロードできます。 

印刷

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Ffb.me%2Fe%2F4kdrnh7az&h=AT1xQ88vUzBtfm0lhC7ni06S9Tejfo6xizUZWTlilYv4PQ7Fu7Qz5wDlJX7SqIdGnWAov43dCxtD24J3IRHn3S7_5kufBd0InEQaPCumfPNMnMFFsGTIMVmT2H4onFqsAd6EfQ


 

多くの⽇本のメディアでも紹介され、話題になっています。例えば、 

[テレビ朝⽇] オランウータンが⾃ら薬草で治療か 繰り返し傷⼝に塗る様⼦も インド
ネシアで初観察 
https://news.yahoo.co.jp/articles/a3d13fdd72fae2e0f9ef1a77eda0d1ae64a8284e 

 

使われたツヅラフジ科の植物は鎮痛、抗菌、抗炎症作⽤があり、インドネシアでは伝統
薬として使われているそうです。これまでにもヒト以外の霊⻑類が薬効成分のある植物
を飲み込む⾏動があることは知られていましたが、今回は傷⼝に塗るという新しい事例
です。「治療」のおかげかどうかわかりませんが、おそらくオスどうしの戦いで負ったの
であろう痛々しい傷が、1週間ほど後にはかなり綺麗に治っているのは驚きです！ 

 

実は私たちが20年間研究を続けてきたダナムバレイからも、⼤きなケガを負ったコドモ
のオランウータンが普段は⾷べないショウガ（伝統薬としても使われる）を⾷べていた
観察事例を報告しています。この論⽂も上記のScientific Report誌の論⽂の中で引⽤さ
れていました。こうした観察例が積み重なることで、オランウータンの⽣態についてさ
らなる解明へつながっていって欲しいと思います！ 

Kanamori T, Kuze N, Bernard H, Malim T, Kohshima S.(2012) Fatality of a wild
Bornean orangutan (Pongo pygmaeus morio): behavior and death of a wounded
juvenile in Danum Valley, North Borneo. Primates 53(3):221-226. 
https://link.springer.com/article/10.1007/s10329-012-0297-3 
 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

YouTube【公式】おらけんチャンネルのご案内  

「第5回おらけんバーチャル動物園」を公開しました！  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝  

●オランウータンや彼らの⽣息地、おらけんの活動やイベントなどを動画にして公開し
ています。  

研究者の調査地であるマレーシア・ダナムバレイ保護区で撮りためた動画のシリーズ、 
現地スタッフが訪問したスマトラ島のタパヌリオランウータンやスマトラオランウータ
ンの⽣息地の動画、オンラインイベントのバーチャル動物園などを公開しています。 

   

動画はYouTube【公式】おらけんチャンネルへ    

 （外部サイトに移動します）    

↓   

 https://youtu.be/AGWYh3qVS2g  
 

オランウータンやおらけんを知っていただくため、様々な動画の公開を予定していま
す。  

ぜひチャンネル登録をしてください！  

  

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

【編集後記】 

暑いゴールデンウイークとなりましたが、如何お過ごしでしょうか。 

おらけん代表⿊⿃のイベントが決まりました。 

ルワンダの現在と36年前、ゴリラの⼤きな群れ、マダガスカルで活動する⽇本の⽅、⿊
⿃だからこそ⾒えたこと、わかったことなどどんな話題も興味深い報告会になると思い
ます。 

参加できる⽅はぜひ！（那須） 
 

今後もオランウータンについて様々な情報を発信していきますので、オランウータンや
研究のことなどについて興味をもっていただけるとうれしいです。 
よりわかりやすく、おもしろいメルマガにするために、サポーターの皆さんからご意
⾒、ご感想をお待ちしています！ 
 
事務局メールアドレス： 
info@orangutan-research.jp 
 

印刷

https://news.yahoo.co.jp/articles/a3d13fdd72fae2e0f9ef1a77eda0d1ae64a8284e
https://link.springer.com/article/10.1007/s10329-012-0297-3


＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

■ NPO法⼈⽇本オランウータン・リサーチセンター(おらけん) 
Japan Orangutan Research Center (JORC) 
http://orangutan-research.jp 
 
■ fecebookにて、おらけん最新情報を発信中！ 
https://www.facebook.com/orangutan.research/ 
 
■ 登録解除やアドレス変更は、下記アドレスまでご連絡ください。 
info@orangutan-research.jp 
 
◇メルマガ解除はこちらよりも⾏うことができます。 
{DELURL} 
 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
{YEAR}年{MONTH}⽉{DAY}⽇{HOUR}時{MINUTE}分{SECOND}秒 {WEEK-JP}曜⽇ 

印刷

http://orangutan-research.jp/
https://www.facebook.com/orangutan.research/

